
そ
れ
よ
0
制
問
ぎ
、
元
抗
時
十
年
河
川
市
之
丞
地
命
ぜ
一

胸
骨
し
、
時
守
内
所
に
融
問
じ
た
。

前

方

十
二
聞
と
九
側
、
円
四
北
方
九
m
-聞
方
・1
]
問。

一

カ
イ
デ
ン
マ
サ
タ
カ
噴
国
政
監

週
厚
宅
足
。

=

ら
れ
た
後
述
納
し
て
~
人
役
で
あ
っ
た
。
一

カ
イ
ゼ
ン
ジ
ア
ザ
チ
マ
チ

開
龍
寺
上
地
町

主
そ
の
他
制
中
に
仙
さ
七日
八
町
石
が
や
一
型
主
出
し
士
も

-
同
姓
平
左
衛
門
の
衣
子
で
、
武
兵
衛
の
世
子
と
な
っ

=

カ
イ
シ
ン

契
心

l
ギ
ド
ウ
カ
イ
シ
ン
ロ
泊
二

仰
の
沼
町
内
。
=
-m
治
少
林
寺
町
的
び
た
ろ
川
家
ψ

町
二
以
あ
っ
て
、
そ
の
一
以
は
一
川
牢
と
凶
削
牢
、

た
も
の
。
初
め
山
父
の
分
知
一
h
J，討
を
受
付
、
元
政

=

民
心
。

一
呼
ん
だ
ら
し
い
が
、
今
は
紛
え
た
。
仙
の
一
一
川
は
二
川
と
凶
川
牢
で
あ
っ
た
。

hmL大
作

十
出
作
武
兵
術
の
跡

nと
L
て
引
百
青
州
国

F
、
到し広

子

カ
イ
ゼ
ン
快
践

小

訟

の
人
。
幼
に

L
て
海
土

一

カ
イ
ソ

箆
磁

以
前
山
七
初
比
に
似
す
ろ
惚
務
o
m
と
共
に
、
米
佐
川
川
泌
の
何
に
供
し
た
・も
の
で
あ
二
年
制
U
A
m
旧
共
術
辿
知
の
二
刊
行
を
ポ
け
て
向
分
知
ニ

宗

E寺
に
入
。
、裂
を
習
っ
た
が
得
る
所
な
く
、
支

配

イ
百
年
前
川
利
家

2躍
に

、
芯

誌

の
う

る

0
2訪
露
と
も
い
ひ
、
そ
の
御
摩
守
を

一
長

か

れ

、
京

九

年

史

に

芸

道

し

、
主

一百

唯
附
品
川
の
凶
手
V
」見
て
忽
ち
そ
の
設
に
謹
L
た
。
乃
?
ち
に
か
い
さ
号
と
見
え
る
も
の
是
で
あ
ろ
。
花
田w
名

前
川
利
家
の
時
に
は
校
日
間
係
れ
衛
門
と
い
ひ
、
利
尚

一
石
と
な
り
、
そ
の
臓
は
御
先
手
物
刷
に
守
一っ
た
。
元

ち
金
将
に
出
て
部
〈
碁
名
あ
る
・
も
の
と
闘
ひ
、
次
い
一
山
跡
芯
に
‘
『
胞
磁
村
は
出
つ
ど
き
に
て
、
中τ
向
と
の
間

一
の
時
に
は
そ
の
子
将
兵
衛
に
五
人
扶
持
守
防
ひ
、
側

一
文
引
年
一
カ
月
九
日
明
日
、
抗
十
三
向
。

で
京
都
に
索
。
、
併
泊
院
に
罰
し
て
本
凶
坊
説
明出
に
一
吊
り
出
よ
り
治
下
へ
Rn
る
な
り
。
先
年
黒
山
川
(
裕
府
釦
〉

一
紀
の
川
刊
に
は
泌
に
そ
の
子
派
兵
衛
が
裂
ぎ
、
山
手
一光
一

カ
イ
デ
ン
マ
サ
ツ
ホ

改
田
政
筋

泌
総
指
=
一郎
・

3
、
需
の
混
と
伎
を
角
し
て
、

一
局
は
給
し

一
と
患
と
此
街
地
論
あ
り
て
、
舎

の

役

人

誌

に

一
年

長

崎
詰
問
し
て
孫
右
術
門
と
な
り
、
交
そ
の
子

一
面

-

詰

・

20鋭
角
政

君

子。

堅
一

20

一h
聞
は
鼠
っ
た
。
是
に
於
い
て
碁
名
篠
山
削
れ
た
が
、

一
て
殴
り
、
今
は
出
に
定
杭
あ
り
。
』
と
犯
す
る
。

一
孫
兵
衛
が
弱
い
だ
。

一
大
小
将
・拠
小
将
・御
使
番
よ
り
漸
〈
制
じ
て
越
中
今

快
制
は
詮
に
段
に
上
る
を
背
ぜ
ず
、
江
戸
に
留
る
こ
一

カ
イ
ゾ
ウ
イ
ン

海
議
院

臥
所
制
矢
故
に
在
つ

一

カ
イ
ヅ
ハ
ン
デ
ィ
ノ
キ

海
津
諮
問
坤
之
記
一
冊
。

一
石
間
支
配
に
な
っ
た
が
、
見
放
元
年
巡
見
上
使
御
用

と
蚊
十
年
の
後
郷
に
郎
る
途
、
信
般
に
於
い
て
病
奴

一
て
、
開
閉
土
宗
に
闘
す
る
。
山
獄
は
白
狐
山
。
元
利
回

一
協
抽出逃
民
自
明
。
近
江
市
ぬ
柑
椛
却
に
松
悶
血
係
兵
衛
と

一
と
し
て
そ
の
地
に
赴
き
、
政
術
で
自
殺
し
た
o
m
回

し
た
。

一
年
附
昨
日
笈
信
の
開
以
o
m
寺
の
筑
外
仰
は
が
際
日
山
線

一
い
う
て
、
刷
川
利
家
以
来
加
賀
務
の
廻
米
支
配
そ
命

一
十。

そ
の
子
は
荒
川均
政
成
で
あ
る
。

カ
イ
ゼ
ン
快
全

l
キ
タ
ム
ラ
エ
ジ
ヨ
ウ
北

一
被
の
小
平
泡
旧
の
山
山
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
や
川
-
一
一七
位

一
ぜ
ら
れ
た
ん
裂
が
あ
り
、
そ
の
由
民
政
裂
の
洲
水
に
臨
ん

一

カ
イ
デ
ン
マ
サ
ナ
リ
改
国
政
成

泊
棋
銭
之
助
・

村

恕

来

。

一

の

石

造

禁

附

如

来

が

安

位

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

能

稜

一
で
初
郎
の
あ
っ
た
古
川
州
と
之
に
附
随
す
る
考
絡
を
純
一

中士郎
o
父
中
山
M
m
政
府
は
寛
政
元
年
自
殺
し
た
。

依
つ

カ
イ
セ
ン
ジ

開
悶
寺
曲
川
市山部
小
松
に
在
っ
て
、

一
作
仰
抽
出
削
の
う
ち
際
披
の
脱
出
現
附
と
あ
る
の
は
是

一
せ
た
も
の。

一
て
抗
年
組
父
地
内
政
容
の
跡
目
と
し
て
新
知
計
五
十

認
宗
京
訴
に
邸
す
る
o

一
で
、
室
町
乃
照
江
戸
初
期
の
作
と
郎
め
ら
れ
る
。

一

カ
イ
デ
ン
カ
ツ
ヨ
シ

改
田
勝
喜

辺
都
存
在
術

一
石
を
受
け
、
組
外
に
班
し
、
前
川
狩
廊
の
御
側
小
綿

カ
イ
ゼ
ン

ジ

皆

善
寺

鹿
島
郡
聞
に
在
っ
て
、

一

カ
イ
ゾ
ウ
ジ

海
路
寺

珠
洲
榔
片
山
石
に
在
っ
て
二

門。

隠
長
=
一年
前
川
利
長
に
刀
門
出
さ
れ
て
三
百
石
を

一
去
小
院
を
斜
、
平
和
三
年
班
十
討
や
一
加
へ
、
次
第
に

淀
世
間
東
根
に
邸
す

る

。

一

W
洞
宗
に
臨
す
る
o
元
利
ご
年
永
光
寺
防
山
の
間
誠

一
受
け
、
大
薮
科
役
に
従
う
て
背
民
口
で
首
一
つ
青
紘

一
昇
泌
L
て
定
添
加
に
黙
り
、
文
政
治
年
百
五
十
一
れ
を

カ
イ
ゼ
ン
ジ

海
締
寺
石
川
細
企
石
に
在
っ
て
、
一
と
あ
る
。

-
た
。
子
孫
附
々
滞
に
引
へ
る
。

一
加

へ
、
十
一
年
間
目
し
た
。

円
附
土
宗
に
回
す
る
。
平
保
五
年
和
昨日の
百
付
加
盟
と
い
ふ
。

一

カ
イ
ソ
ノ
ト
ウ
エ
モ
ン

鹿
磁
の
務
省
衛
門

以

一

カ
イ
デ
ン
キ
ユ
ウ
ベ
エ

改
因
久
兵
衛

交
青
烏

一

カ
イ
ド
ウ
エ
ン
ガ
ッ
シ
ュ
ウ
海
裳
図
合
袋

二

一

カ
イ
ゼ
ン
ジ
海
前
寺

里

郡

宇

器

に

在

つ

王

榔

臨

穫

の

百

時

前
川
利
家
人
同
の
容
に
斡
旋

一
m
右
京
と
い
ひ
、
改
川
牢
右
衛
門
の
也
知
の
巾
二
千

一
般

。

致

長
山
政
学
及
び
そ
の
話
器
凶
氏
の
作
一

て
印
刷
宗
に
邸
す
る
o
貞
享
二
年
の
啓
上
に
、
天
文
一
し
た
る
を
以
て
、
天
王
十
年
十
月
前
十
的
背
扶
持
せ

一
石
そ
制
L
た
o
久
兵
衛
は
お
京
の
後
荷
受
け
て
町
山

一
宇
一
集
め
た
も
の
で
、
文
化
十
二
年
に
上
梓
し
た
。
-

H
一
年
同
所
泊
料
寺
の
品
川
徳
岩
春
掃
の
附
制
。
も
と
一

ら
れ
、
制
綾
子
孫
川
々
隣
右
術
門
と
m
し
て
山
担
役

一
氏
常
口
L
、
三
百
石
荷
領
し
た
が
、
元
利
元
年
大
坂

一

カ
イ
ネ
ン
ジ

海
食
寺
川
北
川
指
江
に
在
っ
て
、一

棚
木
の
城
中
に
在
っ
て
東
圧
寺
と
僻
し
た
と
い
ひ
、

一
宇
一勤
め
た
。

一
の
役
に
V

九
月
七
日
剛
山
門
口
で
昨
日

ωし
、
十
六
日
に
政

一
虞
也
市
東
掘
削
に
応
す
る
。
も
と
泊
掛
で
あ
っ
た
が
、
問
一

窯

前

長

呉

市

景

辿

の

位

剛

併

が

あ

る

。

一

カ
イ
チ
ユ
ウ
カ
ン

懐
忠
館

l
ソ
ウ

ユ
ウ
カ

γ
一
し
た
o

一
治
十
二
年
六
月
寺
山
胤
の
公
務
を
許
さ
れ
た
o
一

カ
イ
ゼ
ン
ジ

開
龍
寺

金
津
六
斗
林
に
あ
っ
て
、一

社
術

力
イ

一
四
三


